約束を伴う命令
第五の戒め
これまで、神と人との関係、そして人が神を敬う必要に関する最初の四つの戒めを学びました。
· 唯一の神として
· 至高の存在として
· 聖なる方として
· 私たちの時代の主として
次の六つの戒めは、人間と他の人間との関係を扱っています。
· 両親を敬う
· 隣人を敬う
· 配偶者を敬う
· 社会を敬う
· 近隣の人を敬う
· 自分自身を敬う
最初の4つは神および自分自身との平和へと導き、最後の6つは社会全体の中で平和を促進します。
あなたの両親を尊敬しなさい。そうすれば、主であるわたしが与える国で、長く幸せな一生を送ることができる。
- 出エジプト記 20:12
なぜ私たちは皆、この命令に従うべきなのでしょうか。
1. それ自体が正しい
パウロは、これが正しい行いであると言っています。
子どもは両親に従いなさい。神は、親が子どもを監督する権威を認めておられるのです。従うのは正しいことです。
- エペソ人への手紙 6:1
神によって定められた自然な権威の秩序があり、親には子どもを治める責任が与えられています。親（主にあって）に従わないことは、主に従わないことと同じです。なぜなら、親に権威を与えているのは主だからです。カナダのようないくつかの国では、それが法律で定められています。
2. 親は従われるに値する
ほとんどの場合、親は、どの教師や指導者、友人よりも、あなたのために多くのことをしてくれるでしょう、あるいはすでにしてくれています。繰り返しますが、ほとんどの場合、たとえ貧しい親であっても、私たちが生涯をかけても返しきれないほどのことをしてくれています。ほかに何も理由がないとしても、少なくとも感謝の念から親に従うべきです。
親に従うことは賢明ですか。
親は経験に基づく賢明な助言を与えます。それが自分たちにとって不利益になる場合であっても、通常、あなたにとって最善のことを望んでいます。あなたが不幸になっても親には得るものはなく、あなたの成功に対して通常、見返りを求めることもありません。
あなたには得られる限りの助けが必要です。
両親から従順を学ばなければ、いずれは誰かほかの人（例えば、教練教官、上司、警察官、警備員など）からそれを学ばなければならなくなります。
人生で何か（音楽、ビジネス、人間関係など）において成功したいなら、他の人の指示とリーダーシップに従うことを学ぶ必要があります。その愛に従順という形で応えるのは賢明です。
両親が亡くなるまで、敬意と愛を示すのを待つべきではありません。若くして両親を亡くし、両親とただ一時間過ごすためなら何でも差し出す人もいます。
第五戒が親に求めること
他の箇所から、親に関する子どもへの教えは、逆の方向にも当てはまることが分かります。親にも責任があります。
1. 訓練
子どもを懲らしめない親は、 
その子を心から愛していないのと同じです。
愛している子なら罰するはずです。
- 箴言 13:24
親は子どもたちに、従順と自制の「技術」を教える必要があります。
2. 訓練
子どもの時に正しい生き方を教えておけば、 
年をとってからも変わりません。
- 箴言 22:6
ソロモンは、幸福で充実した人生を生み出すために、どのように自分を律して行動すべきかを説明しています（例えば、教育、感情の発達、社交上の礼儀など）。
3. 霊的な導き
両親にもひとこと言っておきます。子どもを、いつもうるさくしかりつけて反抗心を起こさせたり、恨みをいだかせたりしてはいけません。かえって、主がお認めになる教育と、愛のこもった助言や忠告によって育てなさい。
- エペソ人への手紙 6:4
親は、言葉と行いによって、どのように神を喜ばせ、自分の魂を救うかを子どもたちに示す必要があります。
子どもたちは、私たちが何を言うか、あるいは何をするかに、それほど感銘を受けません。しかし、私たちの言葉と行動が一貫して一致しており、思いと行いにおいて常に高い目標を目指しているなら、子どもたちは感銘を受けます。私たちが高い目標を目指せば、子どもたちも高い目標を目指し、私たちが言ったことを実行すれば、子どもたちも自分の言ったことを実行します。
第五戒が子どもたちに求めていること
私たちは従うことが賢明である理由について話し合いましたが、具体的に子どもたちに何をするよう求めているのでしょうか。
1. 従順 - 親を軽蔑することなく、親の意志を知り、それを行うこと（エペソ人への手紙 6:1）。重要なのは、親がどれほど賢明で有能であるかを判断することではなく、従うことである。
1. 敬うこと - 自分がどのような者であり、何を行うかによって、恥辱や不名誉ではなく、親に誉れをもたらすように生きなさい。この命令は愛について述べていないことに注意しなさい。私たちは、敵でさえ含め、すべての人に対してこれを行う必要がある。親がしたこと、またはしなかったことのために、親を愛することが常に可能であるとは限らない。しかし、親を敬うことは必要である――これは常に私たちの意志で行うことができる。
第五戒が許さないこと
繰り返しになりますが、この戒めに関連する子育てについての教訓は、親がしてはならないことについて、ほかの箇所でも教えられています。
1. 専制 - 自分を独裁者や王のように考え、近寄りがたく、決して間違わず、決して教えを受けることもない親。子どもたちは完全ではなく、完全であることを期待するのは道理に合いません。
両親にもひとこと言っておきます。子どもを、いつもうるさくしかりつけて反抗心を起こさせたり、恨みをいだかせたりしてはいけません。かえって、主がお認めになる教育と、愛のこもった助言や忠告によって育てなさい。
- エペソ人への手紙 6:4a
子どもたちには、赦し、柔軟さ、そして時には親も間違うことがあり、それを認める意思があるという可能性が必要です。
2. 虐待 - 言葉による虐待、感情的虐待、身体的虐待、または性的虐待は、すべて間違っています。時には、親が罰や操作、または親密さを不敬虔な方法で用いることがあります。私たちを刺激したり満足させたりする罰、操作、または親密な接触は虐待であり、虐待は私たちの権威の聖なる目的に反する用い方です。
3. 堕落 - 子どもたちに、不道徳で不敬虔な習慣や生活様式を身につけるよう教えたり、勧めたりすること。
両親にもひとこと言っておきます。子どもを、いつもうるさくしかりつけて反抗心を起こさせたり、恨みをいだかせたりしてはいけません。かえって、主がお認めになる教育と、愛のこもった助言や忠告によって育てなさい。
- エペソ人への手紙 6:4b
子どもを堕落させる親のほとんどは、無意識のうちにそうしています。例えば、自分自身の不道徳な習慣や態度を正そうとせず、そのため、それらを子どもに受け継がせてしまいます。
ほとんどのアルコール依存症者は、親の酒棚から最初の一杯を取って飲みました。ほとんどの子どもは、父親が隠していた雑誌を偶然見つけて、初めてポルノを目にします。最初に吸うたばこは、家の中に置かれている親のたばこの箱から盗んだものです。
子どもたちはこの世の悪の影響を受けますが、願わくはそれが親の悪によるものでありませんように。
要約
パウロは、この戒めが約束を伴う最初の戒めであると言っています。その約束は、親と子どもの両方に当てはまります。
· 従う子どもたちは、この地上でより良い人生を送る道を自ら開きます。
· 親は、充実した人生を送り、この世の落とし穴や傷つきにさらされることの少ない子どもを見ることから来る満足を得ます。
クリスチャンの親と子どもにとって、親への従順が神に従う能力につながり、その結果として永遠の祝福を受けることができると知る喜びがあります。
